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 図5.ニュートリノ振動のパラメータ領域
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 論文審査の結果の要旨
 鈴木肇提出の論文は高分解能ホログラフィ泡箱を用いたタウニュートリノ振動の探索研究であ
 る。本研究はL4m東北泡箱におけるホログラフィ光学系の空聞分解能を利用した短寿命粒子探
 索であり,㌦→レ,振動で実験的に検証し論じたものである。
 論文は7章よりなり,第1章ではニュートリノ及びニュートリノ振動に関する基礎的物理につ
 いて概説している。
 第2章及び第3章は実験装置及び泡箱実験で記録された写真からのデータ収集についての概要
 である。実験装置の構成要素に並びに泡箱・ホログラフィ写真の測定・解析の手続きについて記
 述がある。また,第4章にはニュートリノ反応の物理解析に関する基本的事項が要約されている。
 第5章は高分解ホログラフィ写真によるタウ粒子探索の方法についての詳述である。タウ粒子
 探索に対するバックグラウンドとしてチャーム粒子の崩壊,弾性散乱などの混入を避けるためミュー
 オンの同定の他に,インパクトパラメータ,横運動量Ptなどの制限をつける。これらの制限は
 シミュレーションにより適値が設定された。
 第6章では・ニュートリノ反応4413例に上記の制限条件を要求し・チャンネル(1)τ→レ,レμμ
 及び(H)τ→レ,+ハドロンの候補としてそれぞれ1例の反応例を得た。まず,(1)τ→ン,ンμμの
 候補について詳しく調べられ,シミュレーションによってバックグラウンドを求めている。しか
 しながらタウレプトン崩壊点付近の泡のゆらぎが調べられ,その影響の無視出来ないことが指摘
 され,この反応はタウレプトンの崩壊候補から除かれた。次に(H)τ→ン,+ハドロンの反応例に
 ついても詳細な検討が行われている。この反応について,インパクトパラメーター,飛距離,質
 量などの運動学的考察を行い,このインベントはタウレプトン又はチャーム粒子の可能性が確率
 的に同程度と判断された。これらの結果を得て,ニュートリノ振動のパラメーターの新しい許容
 領域について論じている。
 本研究は高分解能ホログラフィ泡箱の特色を生かした短寿命粒子探索により,タウニュートリ
 ノ振動のパラメータを示したもので,価値の高い研究である。即ち,本論文は著者が目立して研
 究活動を行うに足る高度の研究能力と学識を有することを示している。よって,鈴木肇提出の論
 文は博士(理学)の論文として合格と認める。
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